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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 
関係者 
評 価 

意見 

ア 

基礎学力の確実な定

着と思考力・判断力・

表現力、主体的に学ぶ

力の育成を図るため、

継続して授業改善に取

り組む。 

「授業を通して基

礎学力が身につい

た」と思う生徒が

95％以上 

Ａ Ａ 

・「分かりやすく教えてくれる」と

感じる生徒が 98％に上り、基礎

学力の指導ができている。 

・わかりやすい教え方と自分に合

った進み方で、基礎力が身につい

たということだと思います。 

・教員が行う授業の質の高さが伺

える。 

「先生は授業中に

生徒一人ひとりの

様子をよく見てい

る」と感じる生徒

が 95％以上 

Ａ Ａ 

・授業を通じた生徒と教員の信頼

関係の深さが伺える。 

・個人指導と声掛け、大切なこと

が実践されていると思います。 

・授業についていけなくなると不

登校にもつながる。個別指導など

が奏功している。 

計画的に粘り強く

学習に取り組んだ

生徒が 90％以上 

Ｂ Ｂ 

・自ら計画を立てるのが難しい生

徒への助言の必要性を感じる。 

・目標数値にもう少しですが、去

年よりアップしています。 

・生徒の自己評価がさらに高まる

よう、引き続き指導をお願いした

い。 

自ら課題意識を持

って取り組んだ生

徒が 60％以上 

Ａ Ａ 

・上欄にも通じるが、不得意な分

野こそ計画を立てる必要がある。 

・生徒の積極性がさらに高まるよ

う、引き続き指導をお願いした

い。 

・目標数値を達成しています。こ

れは、アンケートから？ 

図書館等を利用し

て、意欲的に情報

収集に取り組んだ

生徒が 90％以上 

Ｃ Ｂ 

・読書習慣がない生徒も多いので

は。夜間の図書館開館は良い手

段。 

・図書館「等」としている目標設

定が生徒には少し分かりにくく、

達成率が低くなった可能性もあ

るのではないか。 

・もう少し活用できると期待しま

す。 

・生徒 78％なら、Ｂでよいのでは 



イ 

学校生活の意義を理

解させるとともに、集

団における役割を果た

すことを通して、社会

性や自己肯定感の向上

を図る。 

学校生活に真面目

に取り組んでいる

生徒が 90％以上 

Ａ Ａ 

・毎日登校しようと思う生徒が

98％に上った。引き続き意欲の維

持・向上に努めてほしい。 

・生徒の学習意欲がさらに高まる

よう、引き続き指導をお願いした

い。 

・98％は、素晴らしい結果だと思

います 

・98％は素晴らしい。 

「人との関わりが

増えた」と思う生

徒が 85％以上 

Ａ Ａ 

・社会生活を送る上で大切なこと

で、よかったと思います。 

・「増えた」との回答が昨年より増

加したのは良い傾向。 

・生徒の積極性がさらに高まるよ

う、引き続き指導をお願いした

い。 

・92％は素晴らしい。 

自分に対して自信

を持っている生徒

が 70％以上 

Ａ Ａ 

・昨年は 69％だったが、大幅に増

えた。何か具体的な取り組みがあ

ったのか。 

・昨年の 69％より大きく増えてい

ます 成功体験は大切です。 

・生徒の自己肯定感がさらに高ま

るよう、引き続き指導をお願いし

たい。 

・80％は素晴らしい。 

ウ 

自らの能力を発揮し

ようとする意欲を高め

るキャリア教育を推進

する。 

目標を持って学校

生活に取り組んで

いる生徒が 90％以

上 

Ａ Ａ 

・引き続き計画を立て、目標を持

って生活できることが望ましい。 

・生徒の積極性がさらに高まるよ

う引き続き指導をお願いしたい。 

・目標数値に達しています。 

ポートフォリオの

作成が、自分を振

り返る機会になっ

ている生徒が 80％

以上 

Ａ Ａ 

・目標を立てるにとどまらず、そ

の後の達成状況をチェックでき

るようにしたい。 

・生徒がこれまでの自らの振り返

り、自己肯定感を持つことができ

るよう、引き続き指導をお願いし

たい。 

・昨年より達成率が上がっていま

すし、目標数値を超えています。 

将来の在り方や生

き方について具体

的に考えることが

できた生徒が 70％

以上 

Ａ Ａ 

・社会の中の自分のあるべき姿が

見えてくることは大切だと思い

ます。 

・高校生では難しいテーマかも… 

・生徒が自らの人生設計に積極的

に取り組めるよう、引き続き指導

をお願いしたい。 

・Ｂ評価としたが、徐々に考えを

まとめていけばいいと考える。 



エ 

落ち着いた学習環

境、学校環境を整える

ため、生徒指導の充実

を図る。 

悩みを相談できる

人がいる生徒が

100％ 

Ｂ Ｂ 

・100％の目標設定は理想として理

解できるが、９割以上は肯定的な

回答であり、十分達成していると

考えられる。 

・100％の目標では達成できていま

せんが、ほぼＡでもよいのでは？ 

・100％が理想。学内外を問わず信

頼できる人を見つけてほしい。 

学校生活を通して

人間関係の築き方

を学ぶことができ

た生徒が 85％以上 

Ａ Ａ 

・縦の関係、横のつながりを学ぶ

機会を提供していってほしい。 

・生徒が人間的にさらに成長する

よう、引き続き指導をお願いした

い。 

・目標数値を達成していると思い

ます。 

「学校は病気やケ

ガ等の防止対策、

発生時の対応が適

切で安全だ」と思

う生徒・保護者が

90％以上 

Ａ Ａ 

・万一の事態への備えができてい

ると思われる。 

・生徒が自らの身体に関心を持ち、

大切にする気持ちを育むことが

できるよう、引き続き指導をお願

いしたい。 

・目標数値を達成していると思い

ます。 

・安心できる。 

問題行動による生

徒指導件数が在校

生徒数の５％未満 

Ａ Ａ 

・生徒指導件数ゼロは見落として

いる事態がないかの注意は必要。 

・引き続ききめ細かい配慮と指導

をお願いしたい。 

・０件というのは、素晴らしいと

思います 

・０件、０％は素晴らしい。 

オ 

地域人材を講師とす

る講演会や公開授業等

を通じて、地域・保護

者の定時制教育への理

解を図る。 

地域人材を講師と

する教育活動を年

20 回以上実施。 

Ａ Ａ 

・生徒が幅広い選択肢から人生設

計ができるよう、引き続き指導を

お願いしたい。 

・地域と連携した教育は続けてい

ってほしい。 

・年間 30 回というのは、素晴らし

いと思います。 

「学校は子どもの

能力を向上させる

よう指導してい

る」と感じる保護

者が 90％以上 

Ａ Ａ 

・生徒の得意な部分を伸ばし、不

得意な部分を克服させる指導を

今後もお願いしたい。 

・学校生活を通じた保護者と教員

の信頼関係の深さが伺える。 

・目標数値を達成していると思い

ます。 



「北高定時制に入

学させてよかっ

た」と思う保護者

が 90％以上 

学校を信頼してい

る保護者が 95％以

上 

Ｂ Ａ 

・授業を通じた生徒と教員の信頼

関係の深さが伺える。引き続き生

徒・保護者へのきめ細かい対応を

お願いしたい。 

・十分に目標を達成していると思

います。 

・保護者も教員も多忙。互いの連

絡の取り方はどうしているのか。

ＳＮＳなども活用しているのか。 

カ 
業務の精選と効率化

を進める。 

業務の精選・改

善・効率化を提案

または実践した職

員が 80％以上 

Ｂ Ｂ 

・きめ細かい配慮を要する点と事

務作業や手順等などで効率化す

べき点を明確にすることで、業務

にメリハリをつけることができ

るのではないか。 

・現状に追われる中でも時に改善

策を考える余裕があるのが理想

的。 

・目標数値に少し届かなかったで

す。 

全職員が自身の役

割を理解し、協力

して取り組むこと

ができた職員が

100％ 

Ｃ Ｃ 

・職員の自己評価が低い理由を明

確にすることにより、職員間の評

価基準のずれと改善すべき点を

区別することができるのではな

いか。 

・生徒相手にワークシェア、協力

は難しい部分も多いと想像する

が、解決策は何が考えられるか。 

・なかなか難しいことなのだと思

います。 

ワークライフバラ

ンスの実現に取り

組んでいる職員が

95％以上 

Ｂ Ｂ 

・きめ細かい配慮を要する点と事

務作業や手順等などで効率化す

べき点を明確にすることで、業務

にメリハリをつけることができ

るのではないか。 

・オンとオフの切り替えはどの職

種でも課題。悩みを相談し合える

関係性も重要。 

・目標数値に少し足りませんでし

た。 

 


